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文庫もすぐに絶版になってしまう昨
今、良い本に残って欲しいという願い
から新刊ではなく既刊のおすすめ本を
紹介します。楽しんでいただけたら幸
いです。ぜひご感想をお寄せください。
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2000 年シドニーオリンピ
ックの大会期間中、著者が
現地に滞在し、見て、聞い
て、感じて、（そして走った）23 日間
のシドニー日誌。ユーモラスに語られ
る話もあれば、著者はまた巨大化して
しまったオリンピックについても語
る。オーストラリアという国や、その
ちょっとした歴史も知ることができ
る。東京オリンピック前におすすめし
たい一冊。 山陽堂書店 萬納

昭和 30 年代を題材にした
2 つ短篇が収録された純文
学作品。泥の河の主人公
は小二で貧しく複雑な家庭環境の友達
との交流、蛍川の主人公は中二で家族
と恋がテーマ。どちらも人間の感情や
情景が文字という圧倒的な芸術で表現
され一冊でさまざまな感情が共感でき
ます。単純にすごいと思いました。

明昭館書店 田中

シドニー！①②
村上春樹 文春文庫

螢川・泥の河
宮本輝 新潮文庫

人間でクラスメイトをい
じめる僕か。化け物でい
じめられっ子と友達な僕
か。本当の僕はどっち?誰でも経験が
あるであろう思春期の悩み。今、あの
頃にタイムトリップしてみませんか?

椿書房 渡部

「未完の大作」とはこの作
品を言うのだろう！
１０人の愛人に一人一人別
れを告げていくというストーリー。未
完成を感じさせない、十分に太宰を感
じる、またコミカルな作品です。この
作品は太宰が生きていればこの後どう
展開したのか、読み終えた後、各々想
像してみるのも楽しいのかも。

ビーブックス 平井

激しいステップのマーチ
ングで世界中から大人気
の京都橘高校がモデル。厳しい練習に
励む中、初心者のあみかを応援し協力
する梓。しかし仲間からは間違ってい
ると指摘される。人との接し方に思い
悩む梓には中学時代の苦い経験が。部
活動の悩みと喜びを本書でお楽しみ下
さい！ 響け！ユーフォニアムシリー
ズの一作。 大和書店 田中

立華高校マーチングバ
ンドへようこそ(前編･
後編)
武田綾乃 宝島文庫

グッドバイ
太宰治 新潮文庫

よるのばけもの
住野よる 双葉文庫

家族を愛するすべての人
にお薦めの１冊。不器用
で真面目な親父と、親想
いの息子の泣ける物語。読後は息子を
抱きしめたくなること間違いなし！

久美堂 井之上

Ⓠ家族と仕事、どっちが
大事？ Ⓐ当然仕事。
そんな悟のもとに妻子が
事故にあったと一報が届く。残された
子供と悟。そこに突如現れた妻の友人
・春子によって少しずつ芽生えていく
家族の絆。愛が溢れるこの本をどうか
その手に。 椿書房 渡部

死体配達人と呼ばれた元
少年Ａが悪魔の弁護人と
して活躍する異質なスト
ーリーです。高額報酬をむしり取る悪
魔なのになぜ贖罪なのか・・・死体遺
棄から始まる壮絶な幕開けに一気に読
み進めること間違いなし。

野上書店 野上

三代将軍家光の異母弟・
保科正之の生い立ちと徳
川幕府を安定に導いた足跡を描く書。
リーダー不在の今日、清廉無私な保科
正之の姿に自らを戒められました。

大和書店 田中

その時までサヨナラ
山田悠介 文芸社文庫

名君の碑 保科正之の
生涯
中村彰彦 文春文庫

贖罪の奏鳴曲
中山七里 講談社文庫

とんび
重松清 角川文庫

突如現れた最強のヒーロ
ー？とまきこまれた中学
生達がそれぞれの役割を
担い、仲間を思い死闘をくりひろげる。
感動あり、緊迫の場面での謎の戦士の
つまらない返しありで、「生き残り」
をかけて手に汗握る戦闘シーンがラス
トまで続くので一気に読めます。読書
初心者や中高生にもおススメの本で
す。 明昭館書店 田中

愛する人のため、月の満
ち欠けのように生と死を
繰り返す。彼女がそこま
で彼と結ばれることに固執する理由と
は。第 157 回 直木賞を受賞した本書
は、著者が岩波文庫に加えられること
を希望し、岩波文庫 ” 的 ” として文庫
化され話題にもなった。第 6 回 山陽
堂ブック倶楽部課題本。

山陽堂書店 萬納

ご存知「私立探偵フィリ
ップ・マーロウ」という
不屈な男のハードボイル
ド小説。主人公マーロウがただタフで
格好いい魅力的な探偵を描いているだ
けでなく、時に不器用で、格好悪いチ
ャンドラーの丁寧な人物描写がこの小
説をひきつけます。タイトルの「大い
なる眠り」最後に意味深！

ビーブックス 平井

槐（エンジュ）
月村了衛 光文社文庫

月の満ち欠け
佐藤正午 岩波文庫的

大いなる眠り
レイモンド･チャンドラー

ハヤカワ文庫


